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編集　日野町下榎交流センター
　　　〒 689 － 4526　日野町下榎 157 番地 1
　　　電話：７２－１１９１（FAX 兼）
           E-mail：rinpokan@town.tottori-hino.lg.jp

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ≪ 　これからの予定　≫    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※皆さんのご参加お待ちしてます。詳しくは、下榎交流センター（電話72-1191）までお問い合わせください。

「アイシングクッキー講座」開催しました！
　皆さんは「アイシングクッキー」をご存じで
すか？
　アイシングクッキーとは、クッキーの上に鮮
やかなデコレーションによる絵が描かれ、「食べ
るのがもったいない！」と思わず言葉を発して
しまうほど見て楽しめる、とてもおいしいクッ
キーのことです。そんなアイシングクッキーを、
ぜひたくさんの人に知っていただきたいという
気持ちと、こんな機会でもなければなかなか自
分で作ってみることが無いであろう体験をする
ことで楽しんでいただきたいという気持ちから、
8 月 19 日に「アイシングクッキー講座」を開催
しました。
　参加人数は予定数に達しませんでしたが、８
人が参加しました。
　講師は、江府町で「Amane」を経営している、
アイシングクッキー作家の古川美穂さんです。
作品の数々を見るだけで、江府町にこんなにす
ごい人がいたのかと感動し、楽しむことができ
ます。

　参加者の皆さんは、全員が初体験だったので、
古川さんの自己紹介の後にアイシングクッキー
についてのお話と、作るのに必要な材料や資料
の説明の後、アイシング作業に取りかかりまし
た。
　まず、あらかじめ焼きあげてくださったクッ
キーに、色を混ぜて作られたラインを描くチュー
ブで形を描き、ベースのチューブでぷっくりす
るくらいクリームを埋めていきます。それを乾
かすという工程を何度か繰り返し、一つの作品
が出来上がります。
　参加者の皆さんは、口々に「やってみてとて
も難しいということが分かった」と話していま
した。それでも「楽しい！楽しいね～！」「今回
で終わりじゃなく定期的にやってほしい」との
声があり、10 月に２回目を開催することが決定
しました。
　地域の人だけではなく、町外の人の参加も大
歓迎です。日程については、決まりましたら改
めてお知らせします。お楽しみに！

完成した『アイシングクッキー』完成した『アイシングクッキー』

みんなでアイシングにみんなでアイシングに
挑戦中！挑戦中！

◆いきいき百歳体操
◆生け花教室
◆手芸教室
◆料理教室
◆アイシングクッキー講座

▶毎週木曜日　　　　　　時間：午後1時 30分
▶毎月第３土曜日　　　　時間：午後1時 30分
▶毎月 1回・火曜日　　　時間：午後1時
▶秋・冬1回・月曜日　　時間：午前10時
▶ 2カ月に１回・月曜日　時間：午前10時　（茶会も考えています）
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第3回「季節の移ろいのなかで」

文：町教育委員会事務局

　町教育委員会では、貴重な歴史的資料を残し次代に引き継いでいくため、その保存活動を行っ
ています。片付けなどで下記のような物の保存に困っておられる方は、処分される前にご連絡く
ださい。担当者が確認し、町の歴史資料として必要と判断したときは、寄贈を受け、町資料館で
保管いたします。

■明治～昭和期の写真
スナップ写真や集合写真も当時の習
俗や生活様式を知るうえで貴重な資
料です。撮影時期や場所・内容が分
かれば喜びます。

■古文書・和綴じ本・古書籍・印刷物・古日記やノート類の手書きのものなど

■民具・農工具など

家庭生活で使用していた道具や仕事
で使った農工具類は、本町の地域性、
独自性を知るうえで重要な歴史資料
です。

【問合せ先】町教育委員会（電話 72-2107）
まずはご連絡をお待ちしています！

古いものを探しています

このようなものを探しています


